
5

園
と
な
り
ま
し
た
。
園
内
に
は
四
聖
堂
の
ほ

か
、
哲
理
門
、
六
賢
台
な
ど
古
建
築
物
12
棟

が
あ
り
、
公
園
自
体
が
平
成
21
年
に
東
京
都

名
勝
に
指
定
さ
れ
、
全
国
に
例
を
見
な
い
個

性
的
な
公
園
と
し
て
区
民
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
園
内
に
は
哲
学
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
ワ
グ
ナ
ー
・
ナ
ン
ド
ー
ル
の
「
哲
学
の

庭
」
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
公
園
全
体
が
哲
学

を
体
感
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
の
規
模
は
５
万
２
４
９
４
・
０
８
㎡

と
都
内
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。
野

球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
設
置
さ
れ
、
公
園

で
は
珍
し
い
弓
道
場
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

哲
学
の
世
界
観
残
る
園
内

中
野
区
立
哲
学
堂
公
園
は
、
哲
学
者
で
哲

学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
）
を
創
立
し
た
井

上
円
了
博
士
が
明
治
37
年
に
哲
学
や
社
会
教

育
の
場
と
し
て
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

井
上
円
了
博
士
は
、
哲
学
堂
の
名
前
の
起

こ
り
と
な
る
「
四
聖
堂
」
の
落
成
に
始
ま
り
、

「
硯
塚
」
の
建
設
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
建
造
物
、
石
造
物
、
池
沼
、
植
物
、
空
間

等
に
よ
り
、
私
た
ち
の
存
在
の
根
源
で
あ
る

物
と
心
の
世
界
を
視
覚
的
に
表
現
し
た
哲
学

堂
77
場
を
つ
く
り
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
、

考
え
方
を
学
ぶ
修
養
場
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
21
年
に
都
立
公
園
と
し
て

開
園
さ
れ
、
昭
和
50
年
か
ら
は
中
野
区
立
公

哲学堂公園内にある「四聖堂」。特別
公開もされている貴重な古建築物だ。

中
野
区
内
の
公
園
の
中
で
も
古
く
か
ら
歴
史
が
あ
り
、
東
京
都
の
名
勝
指
定
を
受
け
る
哲
学
堂
公
園
。

も
と
も
と
は
哲
学
者
井
上
円
了
博
士
が
哲
学
、
社
会
教
育
の
場
と
し
て
創
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

井
上
円
了
博
士
の
構
想
に
基
づ
く
哲
学
を
テ
ー
マ
に
創
作
さ
れ
、
園
内
に
は
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
も
見
ら
れ
る
な
ど
、

他
に
例
を
見
な
い
公
園
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
と
し
て
だ
け
で
な
く
季
節
感
を
感
じ
る
み
ど
り
豊
か
な
公
園
と
し
て
区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

哲
学
、社
会
教
育
の
場
か
ら
憩
い
の
場
所
に

　
　
〜
歴
史
と
貴
重
な
自
然
あ
ふ
れ
る
哲
学
堂
公
園
〜
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方
を
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ぶ
修
養
場
だ
っ
た
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哲
学
堂
77
場
め
ぐ
り
で
哲
学
を
体
感

哲
学
堂
公
園
内
は
高
低
差
の
あ
る
地
形
に

な
っ
て
お
り
、
自
然
立
地
を
生
か
し
た
景
観

と
空
間
の
構
成
か
ら
創
設
時
の
哲
学
堂
の
面

影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
四
聖
堂
等
の
建
物
は
台
地
に
あ

る
時
空
岡
に
配
置
さ
れ
、
精
神
修
養
の
場
と

し
て
の
当
時
を
偲
ば
せ
ま
す
。

ま
た
、
唯
物
園
、
唯
心
庭
な
ど
の
よ
う
な

精
神
世
界
を
空
間
に
よ
っ
て
体
感
で
き
る
場

所
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
内
の
古
建
築
物
で
は
、
特
に
四
聖
堂
の

見
学
者
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
に
催
事
会
場
と

し
て
多
く
使
用
さ
れ
る
宇
宙
館
や
無
尽
蔵
、

集
会
場
に
利
用
さ
れ
る
髑
髏
庵
（
霊
明
閣
）、

主
観
亭
、
客
観
廬
（
休
憩
所
と
し
て
利
用
）

が
人
気
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
井
上
円
了
博
士
は
当
時
の
著
書
で

あ
る
「
哲
学
堂
独
案
内
」
で
哲
学
堂
77
場
の

名
称
と
順
路
を
示
し
ま
し
た
。
哲
学
の
概
念

を
具
現
化
し
、
体
系
的
に
順
路
を
設
け
て
77

場
を
配
置
し
て
い
る
の
で
、
一
般
の
人
々
も

そ
の
順
路
を
巡
る
こ
と
で
博
士
が
意
図
し
て

い
た
哲
学
思
想
を
体
験
で
き
ま
す
。

哲
学
堂
は
、
園
全
体
が
人
の
存
在
の
根
源

と
し
て
物
と
心
の
世
界
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
園
内
を
巡
る
人
は
、
物
を
表
す
「
唯

物
園
」、
精
神
世
界
を
表
す
「
唯
心
庭
」、
そ

れ
ら
を
支
え
る
空
間
と
時
間
を
象
徴
す
る

「
時
空
岡
」
の
３
つ
の
空
間
を
訪
ね
る
こ
と

で
、
人
と
宇
宙
の
根
源
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

花
の
名
所
と
し
て
の
魅
力

哲
学
堂
公
園
は
そ
の
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
精
神
修
養
の
場
を
偲
ば
せ
る
だ
け
で

な
く
、
み
ど
り
豊
か
な
環
境
か
ら
区
内
で
も

有
数
の
花
の
名
所
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

１
月
か
ら
２
月
ま
で
は
、
川
を
隔
て
た
梅

林
に
桃
の
花
や
梅
の
花
が
、
３
月
下
旬
か
ら

４
月
中
旬
頃
ま
で
は
、
さ
く
ら
の
広
場
を
中

心
に
公
園
の
い
た
る
所
で
桜
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。
花
見
客
も
多
く
来
園
し
ま
す
。

４
月
か
ら
５
月
ま
で
は
つ
つ
じ
園
の
つ
つ

じ
が
満
開
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
５
月
か

ら
６
月
ま
で
は
、
菖
蒲
園
の
菖
蒲
、
園
内
の

紫
陽
花
も
見
頃
に
な
り
ま
す
。

秋
口
に
は
、
園
内
の
木
々
が
紅
葉
し
、
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
た
自
然
豊
か
で

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る
点
も
哲
学
堂

公
園
の
大
き
な
魅
力
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

哲理門（てつりもん）

哲
学
堂
公
園
の
魅
力

哲学堂公園の全体図
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六賢台（ろっけんだい）2

時空岡（じくうこう）3 唯心庭（ゆいしんてい）4

四聖堂（しせいどう）
の内部

6

三学亭（さんがくてい）55

哲学の庭
（てつがくのにわ）

7

1
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（
四
聖
堂
・
絶
対
城
は
建
物
保
全
の
た
め
入

場
不
可
）
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
哲
学
堂
の

世
界
を
体
感
で
き
ま
す
。

ま
た
、
春
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
）
と
秋
（
10
月
と
東
京
都
文
化
財
ウ
ィ
ー

ク
期
間
の
土
日
祝
日
）
に
は
古
建
築
物
特
別

公
開
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

哲
学
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
哲
学

堂
公
園
や
創
設
者
井
上
円
了
博
士
に
関
し
て

学
ぶ
哲
学
堂
公
園
講
座
や
、
井
上
円
了
博
士

の
哲
学
観
を
具
現

化
し
た
哲
学
堂
77

場
に
つ
い
て
解
説

す
る
公
園
ガ
イ
ド

な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

11
月
の
第
１
土

曜
日
に
は
井
上
円

了
博
士
の
遺
言
に

よ
り
、
東
洋
大
学

が
開
催
（
公
園
主

催
で
は
な
い
イ
ベ

ン
ト
）
す
る
哲
学

堂
祭
が
あ
り
、
四

聖
堂
に
祀
ら
れ
る

哲
学
者
を
テ
ー
マ

と
し
た
公
開
講
話
も
実
施
さ
れ
て
お
り
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
存
管
理
を
進
め
、

よ
り
一
層
の
憩
い
の
場
に

哲
学
堂
公
園
で
は
今
後
、
古
建
築
物
の
修

復
や
植
生
の
更
新
な
ど
を
進
め
て
い
き
、
井

上
円
了
博
士
が
哲
学
堂
を
創
建
し
た
明
治
・

大
正
時
代
当
時
の
景
観
に
近
づ
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
木
造
建
築
物
は
建
て

ら
れ
て
か
ら
１
０
０
年
以
上
経
っ
て
い
る
た

め
、
著
し
い
老
朽
化
や
シ
ロ
ア
リ
に
よ
る
食

害
も
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
修
復

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
区
で
は
「
哲
学
堂
公
園
保
存

管
理
計
画
」
を
定
め
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、
唯
物
園
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、

経
年
に
よ
る
崩
落
が
進
行
し
て
い
る「
神
秘

洞
」の
修
復
と
周
辺
地
域
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
連
携
事
業
と
し
て
区

民
が
公
園
運
営
に
参
画
す
る
パ
ー
ク
ク

ラ
ブ
活
動
や
、
公
園
内
の
花
修
景
を
区

民
協
働
で
行
う
ふ
れ
あ
い
区
民
花
壇
な

ど
の
活
動
も
行
わ
れ
、
歴
史
的
文
化
的

な
場
所
を
維
持
し
つ
つ
、
み
ど
り
豊
か

な
環
境
を
保
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
区
民
や
来
園
者
に
愛
さ
れ
る

憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
、
哲
学
堂
公
園
は
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

公
園
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

園
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
哲
学
堂
公
園
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
中
で
代
表
的
な
も
の
が
公
園
内

の
古
建
築
物
の
月
例
公
開
（
毎
月
第
１
日
曜

日
）
で
す
。

園
内
の
代
表
的
な
建
築
物
、
四
聖
堂
・
六

賢
台
・
宇
宙
館
・
絶
対
城
・
無
尽
蔵
の
５
棟
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歴
史
的
価
値
と
の
共
存

毎月開催している哲学堂
辻講釈。古建築物「宇
宙館」内の雰囲気と講談
の妙味を楽しめる

哲学堂77場を案
内する公園ガイド

◦�月間定例の催し　古建築物の月例公開、哲学堂辻講釈、公園ガイド、
ベースボールアカデミー、スポーツ吹矢体験教室、たのしい健康体
操教室、ママフィットなど

◦�年間定期の催し　春・秋の古建築物特別公開、植物観察会、廃材ク
ラフト、哲学堂公園講座、スポーツ鬼ごっこ大
会、茶の湯体験・お茶処、怪談の夕べ、東日本
大震災復興支援チャリティーイベントなど
◦�古建築物の公開には、月例公開（毎月第１日曜
日）と、春（ゴールデンウィーク期間）と秋
（10月と東京都文化財ウィーク期間の土日祝
日）に開催する特別公開。そのほか、哲学堂公
園講座や、井上円了博士の哲学観を具現化した
哲学堂77場について解説する公園ガイドなど
◦�問合せ 哲学堂公園管理事務所03–3951–2515

哲学堂公園で行われるイベント

初春の梅林 春の桜、花見に来園する人も多い

きれいに咲き誇るつつじの花 秋の紅葉で色づく木々

■ 季節により色々な花を楽しめる哲学堂公園。 
緑豊かな環境は都会の憩いの場だ
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